
【28 天草空港 Amakusa Airport】 

 
空港の駐機場から（旧機種） 

 

天草空港に着陸前／離陸後の航空機からは、晴れていれば有明海越しに“南西面～東面の雲

仙岳”が眺望できます。 

本空港に就航する天草⇔熊本、天草⇔福岡の便は、雲仙岳の上空付近を航行するため、雲仙

岳の航空写真が撮影可能で（↓）、雲仙岳と天草諸島が一望できる際には、雲仙天草国立公園の

テーマである“水陸の大展望”を空から体感することができます。また、航路からは阿蘇カルデラを

見渡すことができ、阿蘇山と雲仙岳の間の歴史的な大三角形（※阿蘇地域のページ参照）を視覚

的にイメージすることが可能です。阿蘇と島原半島はユネスコ世界ジオパークに、天草は日本ジオ

パークに認定されていますが、上空から眺めるとエリア全体の地形が一目瞭然で、大地の活動を

想像することができます。 

本空港の施設周辺からは、北東に雲仙岳が眺望できます。雲仙岳が駐機場の航空機（空飛ぶ

イルカ・みぞか号）と向かい合うように見えるショットも撮影でき（↑）、大きな存在感を示しています。

2016 年から機体が新機種に交代し（↓）、装い新たに雲仙岳上空を飛行しています。 

 雲仙岳の様々な表情を探しながら、天草空港就航便で旅してみませんか？ 

 

●天草空港就航便の情報はこちら↓ 

熊本県天草空港管理事務所 http://www.pref.kumamoto.jp/kiji_1964.html 
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